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Temafloxacinの 臨 床 的 検 討

小山 優

東京共済病院内科*

新 しく開発されたニューキノロン合成抗菌剤temafloxacinを 急 性扁桃腺炎3例,咽 頭炎3

例,急 性気管支炎5例,慢 性気管 支炎2例,気 管支拡張症1例,急 性膀胱炎1例,急 性腎孟

腎炎1例 謝16例 に投与 し,臨 床的効果および安全性について検討 した。投与方法は1回 量

150mgを1日2～3回,投 与期間は5～19日 間であった。臨床効果 は著効5例,有 効11例 と

全例に有効であった。本剤によると思われる副作用,臨 床検査値異常は認め られなかった。
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Temafloxacin(TMFX)は 米 国アボ ッ ト社で創 製 され

た経口用のニューキノロン合成抗菌剤である。この度,

当 院に於いて同意の得 られた16例 の中等度以下の呼

吸器,尿 路感染症に本剤を使用する機会 を得,そ の臨

床効果ならびに安全性 を検討 したので報告する。

対象症例は1990年8月 より1991年3月 までに当院外

来または入院中の中等度以下の呼吸器感染および尿路

感染症で,24歳 か ら80歳 までの男性6例,女 性10例

である。本剤の投与方法は1回150mgの1日2回(15例)

と3回(1例)の 食後30分 経 口内服であり,投 与期間は5

日から19日 間で,総 投与量は1,59か ら639で あった。

各症例におけるTMFXの 臨床効果ならびに細菌学的

効果はTable1-1,1-2,2に 示す通 りである。呼吸器

感染症 に対す る本剤の効果は,急 性扁桃腺炎3例中2

Table 1-1. Clinical summary of temafloxacin treatment

NF: normal flora

*〒153東 京都 目黒区中目黒2-3-8



VOL.41 S-5
Temafloxacinの 臨 床 的検 討

775

Table 1-2. Clinical summary of temafloxacin treatment

NF: normal flora

例に著効,1例 有効である。症例2は 扁桃腺炎の他覚

所見の改善に日数を要 したが,解 熱効果,臨 床検査値

は順調に改善し臨床効果は有効であった。急性咽頭炎

3例に対しては著効2例,有 効1例 である。急性気管支

炎の4例では,全 例に有効であ った。症例10はlome.

floxacinにて臨床症状の改善が得 られず本剤に変更 し

た,こ の前投薬の影響で本剤投与前の臨床検査値の細

菌感染所見は少なかった。慢性気管支炎の2例 はいず

れも陳旧性肺結核を基礎疾患 とした症例であったが ,

いずれも有効であった。症例12は 薬剤 名は不明であ

るが,他 院よりの前投薬があり本剤投薬前の臨床検査

値は感染所見が少なかった。気管支拡張症の1例 も陳

旧性肺結核を基礎疾患に持つ乖例であるが臨床効果は

有効であった。

尿路感染症の2例 は急性膀胱炎と,脳 梗塞のため長

期床上生活で留置カテーテルを使用中に発症 した腎孟

腎炎であるがいずれも有効以上であった。

細菌学的効巣 は睡吸器感染症では扁桃腺炎 でSta.

phylococcus aureus, 咽頭炎でStreptococcus pneumoniae,

気管支拡張症でPseudamonas aeruginosa が検出された

が,こ れらは全て除菌 された。尿路感染症ではStrep-

tococcus sp., Proteus mirabilis, Enterococcus sp., Pseu-

damonas aeruginosa が検 出されたが,こ れらも全て除

菌された。

以上の全症例において副作用,臨 床検査値(Table3)

の異常変動は認め られなかった。

TMFXは 当 院における各種細菌感染症に対 し,呼 吸

器感染症では上気道感染症の6例 に著効4例,有 効2例

と優れた臨床効果を示 し,ま た呼吸器感染症に対 して

その有用性の判断の指標 となる慢性気管支炎3例 に対

する効果 も全例有効であった。尿路感染症に対 しては

著効が認め られ,本 剤の良好な尿 中移行11が 示唆され

た。この様 に臨床効果は全例 に有効であり,かつて我々

の経験 した同種ニ ューキノロン剤の臨床効果2,3)と遜色

なかった。細菌学的には呼吸器感染症で検出された細

菌は常在菌が多 く,起 炎菌 として同定 されたものは少

数ではあるがいずれも除菌 され,ま た尿路感染症での

検出菌 も消失 した。これは本剤がグラム陽性菌,グ ラ

ム陰性菌に対 して幅広い抗菌力 を有するとの基礎的報

告4)を良 く反映 した もの と言えよう。臨床的副作用お
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Table 2. Clinical efficacy of temafloxacin

Table 3. Laboratory findings in patients before and after administration of temafloxacin

B: before A: after
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よび臨床検査値異常 も認められず安全性の高い薬剤 と'

考えられた。以上の結果 より本剤は呼吸器および尿路

感染症に対して,有 用性の高い薬剤であると言えよう。

文 献

1) 中島光好, 植 松 俊彦, 長 嶋 悟, 小 菅 和仁,

金丸光隆: Temafloxacinの 臨 床 第I相 試験。

Chemotherapy 41 (S-5): 242～259, 1993

2) 小山 優, 渡 辺健太郎, 横 沢光博: NY-198の

臨床 的 検 討 。Chemotherapy 36 (S-2): 560～564,

1988

3) 小 山 優, 渡 辺 健 太 郎: T. 3262の 臨 床 的 検 討 。

Chemotherapy 36 (S-9): 480～485, 1988

4) 那 須 勝, 熊 澤 浮 一: 第39回 日本 化 学 療 法 学

会 西 日 本 支 部 総 会, 新 薬 シ ン ポ ジ ウ ム 。

Temafloxacin (TA-167), 大 分, 1991

Clinical study on temafloxacin

Masaru Koyama

Department of Internal Medicine, Tokyo Kyosai Hospital

2-3-8 Nakameguro, Meguro-ku, Tokyo 153, Japan

In order to determine the clinical utility and safety profile of temafloxacin (TMFX), a newly
developed synthetic new-quinolone antibiotics it was administered to 16 patients with various
infections in a dose of 150 mg b.i.d. or t.i.d. for 5 to 14 days. This series of patients consisted of 3

patients with acute tonsillitis, 3 with pharyngitis, 5 with acute bronchitis, 2 with chronic
;bronchitis, and 1 each with bronchiectasis, acute cystitis, and acute pyelonephritis. The test drug
benefited all of the patients, the response being excellent in 5 patients and good in 11. No
symptomatic adverse effect or abnormal laboratory data which seemed imputable to administra-
tion of the test drug were observed.


